
１時限 ：　８：４０ ～ １０：１０ １時限 ：　８：４５ ～ １０：１５    
２時限 ：１０：３０ ～ １２：００ ２時限 ：１０：３０ ～ １２：００     
３時限 ：１３：００ ～ １４：３０ ３時限 ：１３：００ ～ １４：３０     
４時限 ：１４：５０ ～ １６：２０ ４時限 ：１４：４５ ～ １６：１５     
５時限 ：１６：４０ ～ １８：１０ ５時限 ：１６：３０ ～ １８：００     

【米子地区授業時間】 【鳥取地区授業時間】

検
査
技
術
科
学
専
攻
4
年
次

保健学科教育学修プログラム

2019年度

4年次

検査技術科学専攻





月
火

水
木

金
月

火
水

木
金

1
医

療
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

臨
床

実
習

臨
床

実
習

臨
床

実
習

臨
床

実
習

課
題

研
究

臨
床

実
習

臨
床

実
習

臨
床

実
習

臨
床

実
習

2
課

題
研

究
臨

床
実

習
臨

床
実

習
臨

床
実

習
臨

床
実

習
医

療
安

全
管

理
学

臨
床

実
習

臨
床

実
習

臨
床

実
習

臨
床

実
習

3
課

題
研

究
臨

床
実

習
臨

床
実

習
臨

床
実

習
臨

床
実

習
医

療
安

全
管

理
学

実
習

臨
床

実
習

臨
床

実
習

臨
床

実
習

臨
床

実
習

課
題

研
究

4
課

題
研

究
臨

床
実

習
臨

床
実

習
臨

床
実

習
臨

床
実

習
医

療
安

全
管

理
学

実
習

臨
床

実
習

臨
床

実
習

臨
床

実
習

臨
床

実
習

課
題

研
究

5
課

題
研

究
医

療
安

全
管

理
学

実
習

月
火

水
木

金
月

火
水

木
金

1
特

別
講

義
３

（
廃

棄
物

処
理

論
）

画
像

診
断

学

2
遺

伝
子

診
断

学
特

別
講

義
２

 (
バ

イ
オ

イ
ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
)

特
別

講
義

１
（
予

防
検

査
学

）

3
課

題
研

究
課

題
研

究
課

題
研

究
課

題
研

究
課

題
研

究

4
課

題
研

究
課

題
研

究
課

題
研

究
課

題
研

究
課

題
研

究

5

生
命

・
看

護
と

の
合

同
講

義
看

護
と

の
合

同
講

義
生

命
と

の
合

同
講

義

前
半

（
８

）
後

半
（
８

）

2
0
1
9
年

度
  
授

業
時

間
配

当
表

（
保

健
学

科
検

査
技

術
科

学
専

攻
4
年

次
）

前
　

　
　

　
期

後
　

　
　

　
期

前
半

（
８

）
後

半
（
８

）



週 週

日 月 火 水 木 金 土 数 日 月 火 水 木 金 土 数

1 2 3 4 5 6 1 1 2 3 4 5 1

7 8 9 10 11 12 13 2 6 7 8 9 10 11 12 2

14 15 16 17 18 19 20 3 13 14 15 16 17 18 19 3

21 22 23 24 25 26 27 4 20 21 22 23 24 25 26 4

28 29 30 1 2 3 4 27 28 29 30 31 1 2 5

5 6 7 8 9 10 11 5 3 4 5 6 7 8 9 6

12 13 14 15 16 17 18 6 10 11 12 13 14 15 16 7

19 20 21 22 23 24 25 7 17 18 19 20 21 22 23 8

26 27 28 29 30 31 1 8 24 25 26 27 28 29 30 9

2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 10

9 10 11 12 13 14 15 10 8 9 10 11 12 13 14 11

16 17 18 19 20 21 22 11 15 16 17 18 19 20 21 12

23 24 25 26 27 28 29 12 22 23 24 25 26 27 28 13

30 1 2 3 4 5 6 13 29 30 31 1 2 3 4

7 8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11 14

14 15 16 17 18 19 20 15 12 13 14 15 16 17 18 15

21 22 23 24 25 26 27 16・試 19 20 21 22 23 24 25 16

28 29 30 31 1 2 3 試 26 27 28 29 30 31 1 17・試

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8 試

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28

29 30 29 30 31

備考
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇
◇
◇

Q1 月曜授業 火曜授業 水曜授業 木曜授業 金曜授業
Q2 月曜授業 火曜授業 水曜授業 木曜授業 金曜授業

２０１９年度・七曜表
（検査技術科学専攻4年次）

前　　　　　期 後　　　　　期

4 10

5 11

6
12

7
1

8

再
試 2 再

試

9 3

前年度3月末営業日 進級生オリエンテーション 11月6日(水) 月曜日授業
5月7日(火) 月曜日授業 1月16日(木) 月曜日授業
6月1日(土) 開学記念日 1月17日(金) 午前中のみ金曜日授業

7月24日(水) 定期試験開始 1月28日(火) 定期試験開始
8月6日(火) 定期試験終了 2月10日(月) 定期試験終了
8月7日(水) 再試験期間開始 2月12日(水) 再試験期間開始

8月20日(火) 再試験期間終了 2月28日(金) 再試験期間終了
未　定　　 TOEIC（進級生対象）
未　定　　 大学入門ゼミ（保）
未　定　　 大学入門ゼミ（生）

16週制



保健学科検査技術科学専攻4年次目次

前期
授業科目名

必修 専門科目 【臨床実習】
必修 専門科目 　病理組織細胞学実習Ⅱ ・・・・・・ 1
必修 専門科目 　病態血液学実習Ⅱ ・・・・・・ 1
必修 専門科目 　病態分析検査学実習Ⅱ ・・・・・・ 1
必修 専門科目 　病原体検査学実習Ⅱ ・・・・・・ 1
必修 専門科目 　病態免疫血清検査学実習Ⅱ ・・・・・・ 1
必修 専門科目 　病態生理情報検査学実習Ⅱ ・・・・・・ 1
必修 専門科目 医療安全管理学 ・・・・・・ 2
必修 専門科目 医療安全管理学実習 ・・・・・・ 3
選必 専門科目 医療コミュニケーション ・・・・・・ 4

通年
授業科目名

必修 専門科目 課題研究 ・・・・・・ 別途通知

後期
授業科目名

選必 専門科目 遺伝子診断学 ・・・・・・ 5
選必 専門科目 画像診断学 ・・・・・・ 6
選必 専門科目 特別講義１（予防検査学） ・・・・・・ 7
選必 専門科目 特別講義２（バイオインフォマティクス） ・・・・・・ 8
選必 専門科目 特別講義３（廃棄物処理論） ・・・・・・ 9

※選択科目：選択、選択必修科目：選必、必修科目：必修は平成28年度入学者を基準としています。

※主題、基幹（人文・社会分野）から卒業までに14単位以上修得してください。

※専門科目については、課程表を確認してください。

授業のレベルについて

1：入門及び初級レベル

2：中級レベル（基礎科目）

3：中級～上級レベル（応用科目）

4：上級レベル（発展科目）

5：大学院レベル

区分

区分

区分



臨
床

実
習

　
（
病

態
生

理
情

報
検

査
学

実
習

Ⅱ
、

病
理

組
織

細
胞

学
実

習
Ⅱ

、
病

原
体

検
査

学
実

習
Ⅱ

、
病

態
免

疫
血

清
検

査
学

実
習

Ⅱ
、

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 病
態

血
液

学
実

習
Ⅱ

、
病

態
分

析
検

査
学

実
習

Ⅱ
の

６
科

目
を

含
む

）

科
目

到
達

目
標

：
　

医
療

現
場

を
体

験
し

て
、

臨
床

検
査

学
・
技

術
学

の
知

識
が

応
用

、
実

践
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
　

北
村

　
幸

郷
 (

病
態

検
査

学
講

座
)

連
絡

先
：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
8
1

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

4
/
1
 (

月
)

2
,3

,4
2
6
1

4
/
2
 (

火
)

1
,2

,3
,4

2
6
1

4
/
3
 (

水
)

1
,2

,3
,4

2
6
1

4
/
4
 (

木
)

1
,2

,3
,4

2
6
1

4
/
5
 (

金
)

1
,2

,3
,4

2
6
1

4
/
8
 (

月
)

2
,3

,4
2
6
1

「
臨

床
実

習
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
に

記
載

し
て

い
る

の
で

、
参

照
さ

れ
た

い

＊
附

属
病

院
（
検

査
部

、
輸

血
部

、
病

理
部

、
放

射
線

部
，

薬
剤

部
）
と

学
外

病
院

検
査

部
を

利
用

し
て

実
施

す
る

（
８

部
門

、
１

６
週

）
。

＊
実

習
内

容
は

病
態

分
析

検
査

学
実

習
Ⅱ

、
病

態
免

疫
血

清
検

査
学

実
習

Ⅱ
、

病
態

血
液

学
実

習
Ⅱ

、
病

態
生

理
情

報
検

査
学

実
習

Ⅱ
、

病
原

体
検

査
学

実
習

Ⅱ
、

病
理

組
織

細
胞

学
実

習
Ⅱ

の
６

科
目

を
含

む
。

＊
学

生
は

７
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
、

２
週

間
を

１
ク

ー
ル

と
し

て
８

部
門

を
ロ

ー
テ

ー
ト

す
る

。

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

6
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

評
価

：
　

定
期

試
験

3
0
％

、
実

習
態

度
・
レ

ポ
ー

ト
・
口

頭
試

問
7
0
％

の
成

績
を

総
合

評
価

す
る

。

実
務

経
験

と
の

関
連

：
病

院
現

場
に

お
け

る
医

療
経

験
が

あ
る

教
員

，
臨

床
検

査
技

師
が

，
そ

の
経

験
を

活
か

し
て

指
導

す
る

．

指
定

教
科

書
：
　

臨
床

実
習

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
鳥

取
大

学
医

学
部

保
健

学
科

編
）

参
考

書
：
１

．
臨

床
検

査
ミ

ニ
ガ

イ
ド

（
鳥

取
大

学
医

学
部

附
属

病
院

検
査

部
発

行
）

  
  
  
  
  
 ２

．
基

礎
お

よ
び

臨
床

の
す

べ
て

の
教

科
書

が
対

象
に

な
る

。
そ

の
他

：
無

断
欠

席
は

評
価

の
対

象
と

し
て

、
卒

業
要

件
に

大
き

く
作

用
す

る
。

厳
に

慎
む

こ
と

。
 　

　
　

　
 担

当
者

は
変

更
す

る
場

合
が

あ
る

。

検
体

検
査

、
生

理
検

査
、

細
菌

検
査

、
病

理
検

査
、

基
準

値
、

医
療

情
報

、
検

査
管

理
、

患
者

検
体

、
医

倫
理

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

1
6
週

（
病

態
検

査
学

）
廣

岡
　

保
明

北
村

　
幸

郷
鰤

岡
　

直
人

中
川

　
真

由
美

下
廣

　
寿

石
黒

　
尚

子
佐

藤
　

研
吾

松
下

　
倫

子
大

栗
　

聖
由

高
田

　
美

也
子

　
（
検

査
部

）

野
上

　
智

病
態

検
査

学
・

検
査

部

各
科

目
の

到
達

目
標

は
、

別
刷

り
の

「
臨

床
実

習
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
に

記
載

し
て

い
る

の
で

、
参

照
さ

れ
た

い
。
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医
療

安
全

管
理

学

科
目

到
達

目
標

：
検

査
室

に
お

け
る

安
全

管
理

と
検

体
採

取
を

学
ぶ

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
浦

上
　

克
哉

（
生

体
制

御
学

講
座

）
連

絡
先

：
ku

ra
ka

m
i@

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

　
研

究
室

 T
E
L
 :
 0

8
5
9
-
3
8
-
6
3
5
4
　

生
体

制
御

学
講

座
、

阿
部

ま
で

伝
言

し
て

く
だ

さ
い

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
6
/
3
(月

)
2

2
1
1

患
者

と
技

師
の

か
か

わ
り

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

接
遇

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
を

学
ぶ

挨
拶

、
声

掛
け

、
技

師
に

よ
る

検
査

説
明

、
チ

ー
ム

医
療

2
6
/
1
0
(月

)
2

2
1
1

リ
ス

ク
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

臨
床

検
査

と
医

療
事

故
を

学
ぶ

イ
ン

シ
デ

ン
ト

、
ア

ク
シ

デ
ン

ト
、

患
者

取
り

違
え

、
検

体
取

り
違

え
、

医
療

事
故

対
応

3
6
/
1
7
(月

)
2

2
1
1

感
染

対
策

（
１

）
浦

上
　

克
哉

生
体

制
御

学
感

染
対

策
の

意
義

を
学

ぶ
病

原
体

の
感

染
経

路
、

感
染

対
策

、
個

人
防

護
具

、
標

準
予

防
策

4
6
/
2
4
(月

)
2

2
1
1

感
染

対
策

（
２

）
浦

上
　

克
哉

生
体

制
御

学
感

染
対

策
の

考
え

方
を

理
解

す
る

集
団

隔
離

、
ワ

ク
チ

ン
、

ア
ウ

ト
ブ

レ
イ

ク
、

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス

5
7
/
1
(月

)
2

2
1
1

検
体

採
取

　
総

論
浦

上
　

克
哉

生
体

制
御

学
技

師
に

よ
る

検
体

採
取

の
意

義
を

学
ぶ

検
体

採
取

の
手

技
、

患
者

へ
の

配
慮

、
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
検

査
後

の
容

態
確

認

6
7
/
8
(月

)
2

2
1
1

検
体

採
取

各
論

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

各
部

位
か

ら
の

検
体

採
取

の
実

際
を

学
ぶ

鼻
腔

粘
膜

、
鼻

腔
拭

い
液

か
ら

の
採

取
、

皮
膚

、
口

腔
か

ら
の

採
取

、
便

の
採

取

7
7
/
2
2
(月

)
2

2
1
1

企
業

か
ら

見
た

医
療

の
あ

り
方

平
松

　
利

章
非

常
勤

講
師

保
健

・
医

療
･福

祉
の

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
保

健
・
医

療
･福

祉
の

連
携

、
医

療
シ

ス
テ

ム
作

り
、

意
識

改
革

8
7
/
2
9
(月

)
2

2
1
1

ま
と

め
浦

上
　

克
哉

生
体

制
御

学
全

体
の

ま
と

め

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
,3

,4
,6

,7

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
,2

,3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

教
科

書
医
療
安
全
管

理
学

　
諏

訪
部

章
編

　
医

歯
薬

出
版

　
20
19

年

参
考

書
：
１

．
医

療
危

機
管

理
の

実
際

、
安

達
秀

雄
監

修
、

メ
デ

ィ
カ

ル
サ

イ
エ

ン
ス

・
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

、
2
0
1
8
年

２
．

臨
床

検
査

医
学

講
座

 検
査

管
理

総
論

、
保

崎
清

人
著

、
医

歯
薬

出
版

、
2
0
1
8
年

３
．

医
療

情
報

学
第

２
巻

、
篠

原
出

版
社

、
2
0
1
8
年

４
．

病
院

に
お

け
る

人
事

考
課

制
度

　
理

論
と

実
践

　
第

２
版

、
飯

田
修

平
編

著
、

医
療

文
化

社
、

2
0
1
8
年

評
価

：
定

期
試

験
７

０
％

、
レ

ポ
ー

ト
３

０
％
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医
療

安
全

管
理

学
実

習

科
目

到
達

目
標

：
各

種
病

原
体

採
取

を
実

習
を

通
し

て
学

習
す

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
浦

上
　

克
哉

（
生

体
制

御
学

講
座

）
連

絡
先

：
ku

ra
ka

m
i@

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

　
研

究
室

 T
E
L
 :
 0

8
5
9
-
3
8
-
6
3
5
4

　
　

　
　

　
生

体
制

御
学

講
座

、
阿

部
ま

で
伝

言
し

て
く
だ

さ
い

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
・
2

6
/
3
(月

)
3
・
4

2
1
1

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

3
・
4

6
/
1
0
(月

)
3
・
4

2
1
1

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

5
・
6

6
/
1
7
(月

)
3
・
4

2
1
1

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

7
・
8

6
/
2
4
(月

)
3
・
4

2
1
1

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

9
・
1
0

7
/
1
(月

)
3
・
4

2
1
1

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

1
1
・
1
2

7
/
8
(月

)
3
・
4

2
1
1

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

1
3
・
1
4

7
/
2
2
(月

)
3
・
4

2
1
1

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

1
5
・
1
6

7
/
2
9
(月

)
3
・
4

2
1
1

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
,2

,3
,6

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
,2

,3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

指
定

教
科

書
：
臨

床
検

査
医

学
講

座
　

医
療

安
全

管
理

学
　

諏
防

部
章

ら
編

、
医

歯
薬

出
版

、
2
0
1
9
年

評
価

：
出

席
状

況
･実

習
態

度
２

０
％

、
レ

ポ
ー

ト
５

０
％

、
達

成
度

テ
ス

ト
３

０
％

①
鼻

腔
咽

頭
拭

い
液

採
取

、
②

糞
便

採
取

、
③

爪
白

癬
採

取
、

④
手

洗
い

の
4
種

類
の

項
目

を
3

週
を

１
ク

ー
ル

と
し

て
行

い
、

全
項

目
を

実
習

す
る

。
担

当
教

員
　

河
月

稔
、

浦
上

克
哉
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医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
藤

原
　

由
記

子
  
（
基

礎
看

護
学

）
連

絡
先

：
ア

レ
ス

コ
棟

１
階

　
教

員
室

1
0
7
室

　
T
E
L
　

0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
0
7
 E

-
m

ai
l　

aw
an

o
u
@

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
1
(月

)
1

基
礎

看
護

学
実

習
室

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

は
何

か
藤

原
　

由
記

子
基

礎
看

護
学

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

目
的

や
方

法
に

つ
い

て
基

礎
知

識
を

習
得

で
き

る
伝

達
、

共
感

、
共

有
、

人
間

関
係

、
感

情
、

内
省

2
4
/
8
(月

)
1

基
礎

看
護

学
実

習
室

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

進
行

性
に

失
っ

て
い

く
患

児
へ

の
対

応
に

つ
い

て
二

宮
　

治
明

生
体

制
御

学
双

子
の

姉
妹

が
ニ

ー
マ

ン
・
ピ

ッ
ク

病
C

型
に

罹
患

し
た

一
家

の
事

例
を

学
び

、
両

親
の

対
応

に
共

感
で

き
る

か
否

か
を

体
験

す
る

。
ニ

ー
マ

ン
・
ピ

ッ
ク

病
C

型
、

知
的

退
行

3
4
/
1
5
(月

)
1

基
礎

看
護

学
実

習
室

患
者

様
、

臨
地

実
習

指
導

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
の

基
本

池
田

　
智

子
母

性
・
小

児
家

族
看

護
学

基
本

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
マ

ナ
ー

を
踏

ま
え

、
患

者
様

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

臨
地

実
習

指
導

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
を

習
得

す
る

マ
ナ

ー
、

態
度

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

言
葉

、
指

示
受

け
、

報
告

、
連

絡
、

相
談

4
4
/
2
2
(月

)
1

2
6
2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

倫
理

大
庭

　
桂

子
成

人
･老

人
看

護
学

医
療

者
を

目
指

す
者

と
し

て
、

臨
床

の
場

で
、

倫
理

的
に

行
動

す
る

た
め

に
必

要
な

思
考

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
あ

り
方

に
つ

い
て

、
事

例
を

通
し

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
倫

理
、

倫
理

原
則

、
連

携
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

5
5
/
1
3
(月

)
1

基
礎

看
護

学
実

習
室

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

困
っ

た
時

、
困

っ
た

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

吉
岡

　
伸

一
地

域
・
精

神
看

護
学

医
療

現
場

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

技
術

、
要

点
、

困
っ

た
時

や
困

っ
た

人
と

の
対

処
な

ど
に

つ
い

て
、

必
要

な
技

術
・
ス

キ
ル

・
マ

イ
ン

ド
に

つ
い

て
理

解
し

、
実

践
で

き
る

。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
・
マ

イ
ン

ド
・
ス

キ
ル

、
ジ

ョ
イ

ニ
ン

グ

6
5
/
2
0
(月

)
1

基
礎

看
護

学
実

習
室

な
ぜ

実
習

で
報

告
・
相

談
を

苦
手

に
感

じ
て

し
ま

う
の

か
藤

原
　

由
記

子
基

礎
看

護
学

報
告

・
連

絡
・
相

談
を

行
う

時
の

自
己

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
特

徴
を

振
り

返
る

こ
と

が
で

き
る

。
自

己
の

強
み

と
な

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
が

で
き

る

ジ
ョ

ハ
リ

の
窓

、
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
、

報
告

・
相

談
に

必
要

な
準

備

7
5
/
2
7
(月

)
1

基
礎

看
護

学
実

習
室

医
療

説
明

（
疑

似
体

験
）

下
廣

　
寿

病
態

検
査

学
医

療
従

事
者

と
し

て
検

査
結

果
を

伝
え

る
ス

キ
ル

を
習

得
す

る
。

検
査

結
果

、
対

話
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

8
5
/
2
7
(月

)
2

基
礎

看
護

学
実

習
室

医
療

従
事

者
に

必
要

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

藤
原

　
由

記
子

基
礎

看
護

学
医

療
従

事
者

と
し

て
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

に
つ

い
て

考
察

し
、

自
己

の
課

題
を

具
体

的
に

見
出

す
こ

と
が

で
き

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
目

的
、

自
己

の
成

長
、

医
療

従
事

者
と

し
て

の
責

任

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
,2

,3
,4

,5
,6

,7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
,2

,3
,4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

評
価

：
各

演
習

後
レ

ポ
ー

各
演

習
後

レ
ポ

ー
ト

　
7
0
％

  
  
  
全

演
習

後
レ

ポ
ー

ト
　

3
0
％

実
務

経
験

と
の

関
連

：
看

護
師

、
臨

床
検

査
技

師
、

医
師

な
ど

の
業

務
に

携
わ

っ
た

経
験

の
あ

る
教

員
が

、
そ

の
経

験
を

活
か

し
、

各
人

の
専

門
分

野
に

関
す

る
 講

義
・
演

習
を

行
う

科
目

到
達

目
標

：
医

療
従

事
者

と
し

て
患

者
や

家
族

お
よ

び
他

の
医

療
職

者
と

の
良

好
な

人
間

関
係

を
構

築
す

る
た

め
に

必
要

な
態

度
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
基

本
的

知
識

な
ら

び
に

技
能

を
習

得
す

る
。
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遺
伝

子
診

断
学

科
目

到
達

目
標

：
遺

伝
学

の
基

礎
か

ら
最

新
の

知
識

を
得

て
、

卒
後

の
職

場
や

大
学

院
の

研
究

に
役

立
て

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
森

　
徹

自
（
生

体
制

御
学

）
連

絡
先

：
E
-
m

ai
l 
m

o
ri
-
t e

@
to

tt
o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
1
(火

)
2

2
1
1

遺
伝

子
の

異
常

と
疾

患
森

　
徹

自
生

体
制

御
学

遺
伝

子
の

異
常

に
よ

る
疾

患
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

D
N

A
、

R
N

A
、

染
色

体
、

遺
伝

子
変

異

2
1
0
/
8
(火

)
2

2
1
1

染
色

体
の

異
常

と
疾

患
森

　
徹

自
生

体
制

御
学

染
色

体
の

異
常

に
よ

る
疾

患
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

染
色

体
、

エ
ピ

ジ
ェ

ネ
テ

ィ
ク

ス
、

染
色

体
異

常

3
1
0
/
1
7
(木

)
2

2
1
1

遺
伝

子
検

査
に

お
い

て
汎

用
さ

れ
る

実
験

方
法

I
上

田
　

悦
子

生
体

制
御

学
P

C
R

、
サ

ザ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
な

ど
の

遺
伝

子
検

査
方

法
の

原
理

を
学

ぶ
。

P
C

R
、

サ
ザ

ン
ブ

ロ
ッ

ト
、

ノ
ー

ザ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

、
シ

ー
ク

エ
ン

ス
解

析

4
1
0
/
2
4
(木

)
2

2
1
1

遺
伝

子
検

査
に

お
い

て
汎

用
さ

れ
る

実
験

方
法

II
上

田
　

悦
子

生
体

制
御

学
D

N
A

マ
イ

ク
ロ

ア
レ

イ
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

P
C

R
な

ど
の

原
理

に
つ

い
て

学
ぶ

。
D

N
A

マ
イ

ク
ロ

ア
レ

イ
、

R
T
-
P

C
R

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
P

C
R

5
1
1
/
5
(火

)
2

2
1
1

遺
伝

子
探

索
分

野
・
実

験
施

設
見

学
足

立
　

香
織

研
究

推
進

機
構

（
非

常
勤

講
師

）
シ

ー
ク

エ
ン

サ
ー

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
サ

ー
マ

ル
サ

イ
ク

ラ
ー

な
ど

の
装

置
を

見
る

。
シ

ー
ク

エ
ン

サ
ー

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
サ

ー
マ

ル
サ

イ
ク

ラ
ー

6
1
1
/
1
2
(火

)
2

2
1
1

ヒ
ト

遺
伝

子
の

異
常

と
先

天
異

常
難

波
　

栄
二

研
究

推
進

機
構

（
非

常
勤

講
師

）
先

天
異

常
を

惹
起

す
る

遺
伝

子
疾

患
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ヒ
ト

遺
伝

病

7
1
1
/
1
9
(火

)
2

2
1
1

ヒ
ト

遺
伝

病
の

診
断

と
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

難
波

　
栄

二
研

究
推

進
機

構
（
非

常
勤

講
師

）
現

時
点

と
将

来
の

遺
伝

医
療

と
遺

伝
病

の
治

療
に

つ
い

て
学

ぶ
。

先
天

代
謝

異
常

、
骨

髄
移

植
、

酵
素

補
充

療
法

遺
伝

子
治

療

8
1
1
/
2
6
(火

)
2

2
1
1

染
色

体
検

査
法

の
実

際
森

　
徹

自
生

体
制

御
学

染
色

体
検

査
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
核

型
、

分
染

法
、

F
IS

H

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
, 
5

※
到

達
目

標
・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
, 
3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
 2

評
価

：
小

試
験

：
1
0
％

　
レ

ポ
ー

ト
9
0
％

指
定

教
科

書
：
な

し

参
考

書
：
な

し
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画
像

診
断

学

科
目

到
達

目
標

：
疾
病
の
特
徴
的
な
画
像
と
診
断
法

を
理

解
す
る

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
未
定
（
病
態
検
査
学
）

連
絡

先
：
（
未

定
）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

授
業
内
容

担
当
者

講
座
・

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

授
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
1
0
/
2
(水

)
1

2
1
1

循
環
器
の
画
像
診
断

未
　
定

病
態
検
査
学

循
環
器
疾
患
と
画
像
診
断
の
理
解

循
環
器
疾
患
，
エ
コ
ー

2
1
0
/
9
(水

)
1

2
1
1

呼
吸
器
の
画
像
診
断

未
　
定

病
態
検
査
学

呼
吸
器
疾
患
と
画
像
診
断
の
理
解

ｌ呼
吸
器
疾
患

3
1
0
/
1
6
(水

)
1

2
1
1

消
化

管
の

画
像

診
断

未
　
定

病
態

検
査

学
消

化
器

疾
患

と
画

像
診

断
の

理
解

消
化

管
、
エ
コ
ー
、
Ｃ
Ｔ
，
Ｍ
Ｒ
Ｉ

4
1
0
/
2
3
(水

)
1

2
1
1

肝
胆

膵
疾

患
の

画
像

診
断

未
　
定

病
態

検
査

学
肝

胆
膵

疾
患

と
画

像
診

断
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ，
血

管
造

影
）
の

理
解

肝
胆

膵
疾

患
，
　
エ
コ
ー
，
Ｃ
Ｔ

5
1
0
/
3
0
(水

)
1

2
1
1

産
婦
人
科
、
泌
尿
器

の
画
像

診
断

未
　
定

病
態
検
査
学

婦
人
科
疾
患
、
泌
尿
器
疾
患
と
画
像
診
断
の
理
解

泌
尿
器
疾
患
、
婦
人
科
疾
患

6
1
1
/
1
3
(水

)
1

2
1
1

術
中
画
像
診
断

未
　
定

病
態
検
査
学

手
術
の
見
学
，
術
中
に
お
け
る
画
像
診
断
の
理
解

手
術
，
術
中
画
像
診
断

7
1
1
/
2
0
(水

)
1

2
1
1

救
急
画
像
診
断

未
　
定

病
態
検
査
学

救
命
処
置
の
習
得
，
救
急
現
場
に
お
け
る
画
像
診
断
の
理

解
救
急
救
命
処
置
，
救
急
画
像
診
断

8
1
1
/
2
7
(水

)
1

2
1
1

症
例
発
表

未
　
定

病
態
検
査
学

画
像
検
査
の
応
用
力
を
つ
け
る
。

発
表
，
症
例

教
育

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
と
の

関
連

：
2
、
3
、
4
、
5
　
　

※
到

達
目

標
・
授

業
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
確

認
の

上
、
予

習
・
復

習
し
て
く
だ
さ
い
。

学
位
授
与
の
方
針

と
の

関
連

：
1
、
2
、
3

授
業

の
レ
ベ
ル

：
3

評
価
：
授
業
態
度
5
0
点

，
発

表
5
0
点

実
務
経
験
と
の
関
連
：
医

師
が

、
そ
の

実
務

経
験

に
基
づ
き
画
像
診
断
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
う

参
考
書
：
資
料
を
配

付

そ
の
他
：
発
表
時
の
役

割
分

担
を
明

確
に
す
る
。
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特
別

講
義

１
（
予

防
検

査
学

）

科
目

到
達

目
標

：
疾

病
の

予
防

と
臨

床
検

査
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

で
き

る

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
未

定
（
病

態
検

査
学

）
連

絡
先

：
 未

定

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
4
(金

)
2

2
1
1

検
診

未
　

定
病

態
検

査
学

検
診

を
理

解
す

る
。

検
診

2
1
0
/
1
1
(金

)
2

2
1
1

職
場

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

吉
岡

　
伸

一
地

域
･精

神
看

護
学

職
場

に
お

け
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
を

理
解

す
る

。
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

3
1
0
/
1
8
(金

)
2

2
1
1

C
O

P
D

検
診

鰤
岡

　
直

人
病

態
検

査
C

O
P

D
の

予
防

を
理

解
す

る
C

O
P

D
、

喫
煙

4
1
0
/
2
5
(金

)
2

2
1
1

乳
幼

児
健

診
　

花
木

　
啓

一
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

乳
幼

児
の

発
育

に
関

わ
る

健
診

を
理

解
す

る
。

乳
幼

児
、

発
育

5
1
1
/
1
(金

)
2

2
1
1

検
診

に
お

け
る

保
健

師
の

役
割

松
浦

　
治

代
地

域
･精

神
看

護
学

検
診

と
保

健
師

の
関

わ
り

を
理

解
す

る
。

保
健

師

6
1
1
/
8
(金

)
2

2
1
1

骨
粗

鬆
症

検
診

萩
野

　
浩

基
礎

看
護

学
骨

粗
鬆

症
の

予
防

を
理

解
す

る
。

骨
粗

鬆
症

7
1
1
/
1
5
(金

)
2

2
1
1

家
庭

に
お

け
る

検
査

中
川

　
真

由
美

病
態

検
査

学
家

庭
検

査
の

種
類

と
特

徴
を

理
解

す
る

。
O

T
C

検
査

8
1
1
/
2
2
(金

)
2

2
1
1

ま
と

め
 （

レ
ポ

ー
ト

作
成

）
未

　
定

病
態

検
査

学
疾

病
の

予
防

と
臨

床
検

査
の

関
係

を
理

解
す

る
疾

病
、

予
防

、
臨

床
検

査

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

5
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
2

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

評
価

：
　

受
講

態
度

6
0
%
、

レ
ポ

ー
ト

等
4
0
%
に

よ
り

総
合

的
に

評
価

す
る

。

実
務

経
験

と
の

関
連

：
医

師
、

臨
床

検
査

技
師

、
保

健
師

が
、

そ
の

実
務

経
験

に
基

づ
き

予
防

検
査

に
つ

い
て

の
講

義
を

行
う
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特
別

講
義

２
（
バ

イ
オ

イ
ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
）

科
目

到
達

目
標

：
バ

イ
オ

イ
ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
や

分
子

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
対

象
と

方
法

に
つ

い
て

の
概

念
を

理
解

で
き

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
網

崎
　

孝
志

（
生

体
制

御
学

）
連

絡
先

：
 E

-
m

ai
l：

am
is

ak
i＠

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
(水

)
2

2
1
1

構
造

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
相

互
作

用
網

崎
　

孝
志

生
体

制
御

学
物

理
化

学
的

観
点

か
ら

、
蛋

白
質

や
核

酸
、

水
な

ど
の

構
造

と
相

互
作

用
を

理
解

す
る

。
静

電
相

互
作

用
、

va
n
 d

e
r 

W
aa

ls
相

互
作

用
、

分
散

力
、

水
素

結
合

、
疏

水
相

互
作

用
、

X
線

解
析

、
N

M
R

2
1
0
/
9
(水

)
2

2
1
1

分
子

モ
デ

リ
ン

グ
に

よ
る

ア
プ

ロ
ー

チ
網

崎
　

孝
志

生
体

制
御

学
分

子
を

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
中

で
組

み
立

て
て

、
そ

の
性

質
を

調
べ

る
方

法
の

概
要

を
理

解
す

る
。

電
子

状
態

、
分

子
軌

道
、

分
子

力
学

、
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
、

創
薬

3
1
0
/
1
6
(水

)
2

2
1
1

蛋
白

質
の

構
造

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

蛋
白

質
の

構
造

を
、

そ
れ

ら
を

維
持

す
る

相
互

作
用

か
ら

理
解

す
る

。

フ
ォ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

、
静

電
相

互
作

用
、

va
n
 d

e
r

W
aa

ls
相

互
作

用
、

分
散

力
、

水
素

結
合

、
二

次
構

造
、

構
造

モ
チ

ー
フ

4
1
0
/
2
3
(水

)
2

2
1
1

配
列

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

配
列

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

・
マ

ッ
ピ

ン
グ

・
ア

セ
ン

ブ
ル

の
方

法
を

理
解

す
る

。
動

的
計

画
法

、
配

列
モ

チ
ー

フ
、

コ
ン

セ
ン

サ
ス

、
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
、

B
L
A

S
T
、

オ
ー

ト
マ

ト
ン

、
N

G
S

5
1
0
/
3
0
(水

)
2

2
1
1

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

パ
ス

ウ
ェ

イ
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
表

現
と

代
表

例
を

理
解

す
る

。
グ

ラ
フ

、
代

謝
経

路
、

蛋
白

質
間

相
互

作
用

、
創

薬
、

N
G

S

6
1
1
/
1
3
(水

)
2

2
1
1

薬
物

動
態

モ
デ

ル
と

シ
ス

テ
ム

薬
理

学
網

崎
　

孝
志

生
体

制
御

学
数

理
モ

デ
ル

の
例

と
し

て
薬

物
速

度
論

の
基

礎
を

理
解

す
る

。
薬

物
動

態
、

コ
ン

パ
ー

ト
メ

ン
ト

モ
デ

ル

7
1
1
/
2
0
(水

)
2

2
1
1

機
械

学
習

：
統

計
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

デ
ー

タ
が

足
り

な
い

と
き

、
デ

ー
タ

が
多

す
ぎ

る
と

き
。

最
尤

法
、

集
団

と
個

、
ベ

イ
ズ

、
隠

れ
マ

ル
コ

フ
モ

デ
ル

、
機

械
学

習
、

ク
ラ

ス
タ

分
析

、
R

8
1
1
/
2
7
(水

)
2

2
1
1

バ
イ

オ
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク
ス

演
習

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

話
題

の
論

文
を

講
読

す
る

。

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
、

5
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
4

評
価

：
演

習
 7

0
%
、

レ
ポ

ー
ト

3
0
 %
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特
別

講
義

３
（
廃

棄
物

処
理

論
）

科
目

到
達

目
標

：
廃

棄
物

の
処

理
の

現
状

と
処

理
方

法
、

管
理

等
を

理
解

す
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
高

村
　

歩
美

（
生

体
制

御
学

）
連

絡
先

：
a.

ta
ka

m
u
ra

@
to

tt
o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
1
(火

)
1

3
2
7
生

体
制

御
セ

ミ
ナ

ー
室

身
近

な
ご

み
学

高
村

　
歩

美
生

体
制

御
学

身
近

な
ご

み
処

理
に

つ
い

て
概

論
を

理
解

す
る

。
ご

み
の

量
と

質
、

分
別

排
出

2
1
0
/
8
(火

)
1

3
2
7
生

体
制

御
セ

ミ
ナ

ー
室

廃
棄

物
学

の
基

礎
高

村
　

歩
美

生
体

制
御

学
ご

み
処

理
の

現
状

を
理

解
す

る
。

広
域

処
分

、
家

電
リ

サ
イ

ク
ル

、
バ

ー
ゼ

ル
条

約

3
1
0
/
1
5
(火

)
1

3
2
7
生

体
制

御
セ

ミ
ナ

ー
室

廃
棄

物
処

理
と

資
源

保
全

・
環

境
保

全
高

村
　

歩
美

生
体

制
御

学
資

源
保

全
と

環
境

保
全

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
3
R

、
産

業
廃

棄
物

、
リ

ス
ク

管
理

4
1
0
/
2
9
(火

)
1

3
2
7
生

体
制

御
セ

ミ
ナ

ー
室

医
療

廃
棄

物
適

正
処

理
の

た
め

の
管

理
阪

口
　

良
則

非
常

勤
講

師
医

療
現

場
で

の
廃

棄
物

処
理

の
概

要
と

管
理

を
理

解
す

る
。

感
染

性
廃

棄
物

、
管

理
責

任
者

、
法

令
基

準

5
1
1
/
5
(火

)
1

3
2
7
生

体
制

御
セ

ミ
ナ

ー
室

廃
棄

物
処

理
と

法
制

度
高

村
　

歩
美

生
体

制
御

学
廃

棄
物

処
理

に
関

連
す

る
法

規
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

廃
棄

物
処

理
法

、
リ

サ
イ

ク
ル

法

6
1
1
/
1
2
(火

)
1

3
2
7
生

体
制

御
セ

ミ
ナ

ー
室

廃
棄

物
の

中
間

処
理

・
最

終
処

分
場

高
村

　
歩

美
生

体
制

御
学

廃
棄

物
の

中
間

処
理

と
最

終
処

分
場

の
分

類
や

必
要

性
を

理
解

す
る

。
中

間
処

理
、

最
終

処
分

場

7
1
1
/
1
9
(火

)
1

3
2
7
生

体
制

御
セ

ミ
ナ

ー
室

廃
棄

物
処

理
と

P
C

B
・
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
問

題
高

村
　

歩
美

生
体

制
御

学
廃

棄
物

処
理

に
伴

う
2
次

的
な

問
題

点
を

理
解

す
る

。
毒

性
等

価
係

数
、

耐
容

1
日

摂
取

量
、

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
対

策
特

別
措

置
法

8
1
1
/
2
6
(火

)
1

3
2
7
生

体
制

御
セ

ミ
ナ

ー
室

臨
床

検
査

技
師

国
家

試
験

対
策

高
村

　
歩

美
生

体
制

御
学

廃
棄

物
処

理
に

関
連

し
た

問
題

を
正

解
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

国
家

試
験

問
題

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

3
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
授

業
の

レ
ベ

ル
：
2

評
価

：
　

受
講

態
度

　
3
0
%
、

レ
ポ

ー
ト

 7
0
%
　

教
科

書
：
　

自
作

の
プ

リ
ン

ト
参

考
書

：
　

新
・
廃

棄
物

学
入

門
（
中

央
法

規
）

そ
の

他
：
　

「
環

境
と

有
機

化
学

」
（
検

2
）
の

復
習

内
容

を
含

む
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